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1. はじめに 
折り紙を用いた、円周率 π の折り方を方法を

述べていく。 
 

2. 研究理由 
以前の研究で√2～√8を折り紙で折る研究を

行っており、他の無理数も折ることが可能なの

ではないかと考え、円周率 π を折ろうと考え

た。 
 
3. 方法 
直径 1 の円に内接する正ｎ角形の周りの長

さを一般化し、その式を折り紙を用いて表し

た。 
そしてｎの数を十分に大きくすることで円

周率を表した。 
 
4. 結果 
直径 1 の円に内接する正ｎ角形の周りの長

さを一般化した式を用いて以下の式を出した。 
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この式を折り紙に表したのが 

 
となる。 
 
 
 

5. 考察 
 折り紙で円周率の近似値を折ることが出来

た。しかし、近似値しか折れないのは円周率が

超越数であるからだと考えられる。 

 また、(1)式において正 角形への拡張も可能

だと考えられる。 

 この時、条件をそのままに考えると、正 角

形の周の長さを L とした時、 
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となる。この の極限を取った時、円周率に近

づくと考えられる。 
 
6. まとめ 

今回できた式にはcos が含まれており、こ

れにより計算を行うことが、困難になってい

る。 

今後はこのcos を使わない、または正確に計

算を行う方法を考える必要がある。 
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